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1.は じめに

南海 トラフ沿いの過去の地震はこれまで古文書により調べられてきた｡ 南海道地震

については西暦684年にまで及ぶ記録が比較的詳細に残されているが東海沖の地震に

ついては古文書の記録が少な くその挙動については不明な点が多い｡地震の繰 り返 し

のメカニズムを考える上で古文書の記載の欠落なのか実際に地震が起こらなかったの

かということは重大な問題となって くる｡また､近年の遺跡の液状化跡を用いた考古

学的研究からは古文書による記録に欠落があることが判明してきた (寒川､1992年)｡

新たな古文書の発見が困難となっている現段階においては､堆積物に残された記録を

探査 ･解析することにより地震の発生時期と規模を推定することが不可欠なアプロー

チとなっている｡ 我々はこのような観点から東海沖地震の発生系列の復元に向けて堆

積物の探査 ･解析を進めている｡

東海沖地震の津波により大きな影響を受けてきた浜名湖周辺で､これまで行われた

遺跡発掘調査の際に津波によるものと推定される堆積物が見つかっている｡ 本論では

この堆積物と東海道地震との対応について報告する｡ さらに､我々が行った堆積物の

調査の結果ついても報告する｡

2.研究地域の概要

本研究地域は図 1に示 したような浜名湖を含む東西約20kmの範囲である｡ また､

図2よりこの浜名湖の海岸沿いは繰 り返 し津波の影響を受けたことが古文書から分か

っている地域である (羽島､1977)｡この地域のA点とC点は我々が行った調査地点､

B点とC点は遺跡発掘調査が行われた地点である｡ A点は浜名湖が海とつなっかって

いる今切口の約2km北の中州の中央部である｡B点は新居町役場から東へ1kmの地点

で浜名川沿いに位置 している｡C点は湖西市白須賀町の潮見坂より西に約5〔)()lm､海

岸から北に約200mの位置にある｡この地点のさらに北には高低差が約70mもある天

柏原台地が広がっている｡

3.遺跡発掘調査の概要

本研究が着目している津波堆積物について新居町の ｢御殿跡｣ (図 1のB)や湖西

市の ｢長谷元屋敷遺跡｣ (図 1のC)の調査報告に記述があったので以下にその概要

を述べる｡

新居町 ｢御殿跡｣の御殿とは将軍上洛用の休泊施設であり､1(,34年以降使用されな
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図 1.研究地域
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図 2･歴史地震による津波の影響範囲 (関東-南海道間における津波発生の時

間 ･空間パ ターン｡ 横軸は津波の影響範囲を示す｡ (羽鳥1977))
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くな り1(1()()年の暴風雨により倒壊 したとされている (､新居町史､19H())｡その調杏

か昭和5叫三に行われた (新居町教育委員会､1')84)｡ 調査は面積にして約4()()n12の

範囲で､約1.5mの深さまで行われた｡その模式柱状図を図 3に示す｡ この調査区内

の層位はかな らずLも一様 とはいえないが､IV層にあたる砂層の上に遺物含有層とし

ての有機粘土質砂層 (二Ⅲ層)があり､そのⅢ層に青灰色砂層 (Ⅱ層)が堆積 し､これ

を有機粘土質砂層の表土 (Ⅰ層)が覆っているという状況である｡ Ⅲ層は ｢御殿跡｣

の遺構 や遺物を含む層である｡ このⅢ層の遺構や遺物がきれいな砂 (､Ⅱ層)に績われ

ていたことが報告書により指摘されている｡ ｢御殿跡｣の倒壊年代か ら考えて､新居

宿にも大きな被害をもたらした1707年の津波によりこの砂層が堆積 した可能性が高い｡

長谷元屋敷遺跡は､現在工事中の潮見バイパス路線内に存在 し､その工事に先立 っ

て1り7り年に調査が行われた｡ 調査範囲は東西引1m南北3()川で､深さは約3mである｡

かつてこの地にすんでいた人々は1707年の大津波で大きな被害を受けたため､この地

を離れて北の台地に移動したことが古文書から分かっている (建設省中部地方建設局

他､1987)｡この遺跡の調査から得 られた模式柱状図は図4に示 した｡遺物が出土す

る層を生活面 と考え､その層に含まれる遺物から年代を決めると､第 7層が西暦14日()

年代､第 5層が15nO年前半､第4層 と第 3C層が15()∩年中～後半､第 3a層がIHH)

年前～中頃となる｡ これらの層を遺物を含まない砂層 (第 2層､第3b層第6層)か

覆 っている｡ 年代が決められている生活層をもとに砂層の第2層､第 3b層､第6層

の年代を推定すると､図2に示した浜名湖周辺に影響を及ぼした歴史地震の津波のう

ち新 しい順に1854年以外の､1707年､1605年､1498年の東海道地震の津波にそれぞ

れ対応付けられる｡ この結果は砂層が津波により堆積したことを強 く示唆 している｡

4.浜名湖の中州の調査

図 1のA点 (浜名湖の今切付近の中州)において深さ70cmまで掘削調査を行 った｡

この深さまで掘 った時点で砂層の間に挟まるように有機堆積層が二層発見された｡こ

の有機層の存在は､中州の表面に生息していた植物の上に短時間の内に､秒が多量に

覆って生 じたものと考えることができ､何かのイベ ントが起きた証拠 となる｡ 見つか

った二つの有機堆積層のうち､上部にあたる層の有機物か ら14C年代測定を行った｡

有機物を酸とアルカ リで処理し､Kitagawaetと11･(1993)の手法に従いCO2ガス化 したの

ち､水素 と鉄により還元しグラファイ ト化 した｡ 年代測定には名古屋大学年代測定資

料研究セ ンターのタンデ トロン加速器質量分析計を使用した｡ その結果､14C年代 と

して111±53yr.BPが得られた｡この結果とキャリブレーション ･カーブ(Stuivcr I,Tld

Becker, 1993)を図5に示した｡得 られた14C年代値及びその1(Jとキャリブ レーショ

ン ･カーブとの比較か ら西暦1700年前後あるいは1800年頃か ら1()0()年頃というイ~日亡

が求め られた｡年代誤差が大きいが､これ らの年代は浜名湖周辺に最近大きな影響を

与えた津波の年代 (西暦1854年あるいは17n7年)を含む結果となった｡

5.長谷元屋敷遺跡付近 のボー リング調査
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図 3.新居町 ｢御殿跡｣の模式柱状図
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図 5･有機堆積層 (第一層)の14C年代 (一点鎖線)およびその誤差 (破線)

とキャリブレーション ･カーブ (実線) との比較｡ハ ッチの部分が求め
られた年代値である｡
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これまでに長谷元屋敷遺跡付近の地域 (図 1の点C)において堆積物をボー リング

コアと して計 4本採集 した｡海岸か ら内陸に約2()()m入 った地点で海岸線沿いに約

4()mの帽でボー リングを行い､採集した深さは約 4mである｡ ボー リングコアは独 白

に開発 したボー リング装置を用いて採集 した｡このボーリング装置はステンレスのサ

ンプラーと内側にアクリルパイプを入れる二重構造になっている｡それらを 1馬力程

度のモーターで回転させ､アクリルパイプにサ ンプルを入れてアクリルパイプのみ引

き出してサ ンプルを採集する｡アク リルパイプは内径44mm､サ ンプラーの外径は

(j日mmである｡試料採集後す ぐにアクリルパイプを縦に2分割 し各種分析を行った｡

分析は､採集したコアのひとつについて約25cm間隔で ピックアップした後､色､緯

皮 (､砂成分の含有率)､元素について行った｡

図 6aにこのコアの砂の含有率の深さ分布を示 した｡サンプルの処理は以下のよう

に行った｡ まず､サ ンプルを乾燥機に入れて24時間乾燥さた後､乾燥重量を測定 した｡

次に().()74mm (#2()∩)のフルイで0.∩74mm以下の成分を水洗いして落とし､乾燥機

で24時間乾燥させた｡ 乾燥させた後､粒径0.074mm以上の成分としての乾燥頚晶を測

定 した｡ この重量を処理をする前のサ ンプルの乾燥重量で割 り百分率で表 した｡ また､

こうして得られた砂の含有率をもとに含有率が80%以上を砂層 としそれ以下を泥層と

して柱状図に表 した｡ このコアでは四カ所で砂の含有率の高い部分が認められる｡ 深

さ約2(川cmより上方では全体に砂の含有率が高 くそれより下方では砂の含有率が高

い部分と低い部分が互層 していることがわかる｡

コアの各部分について元素組成分析を行 って得 られた結果を図 6b,C,dに示 した｡

サ ンプルは乾燥させ乳鉢です り潰 し粉末にした後､名古屋大学理学部地球惑星科学教

室所有の蛍光Ⅹ線分析装置を用いて測定した｡K,Fe,Ca,SiについてX線強度を測定

し､Siで規格化 した結果を示 した｡Ca/Siは､層ごとの変化に対 して顕著な違いが見

えない｡ それに対 してFC/SiおよびK/Siは砂の層では比較的低 く､泥層では高い価を

示 しており層の変化に対 して敏感に変化しているのか分かる｡

色分析を名古屋大学理学部地震火山観測センター所有の画像処理装置を用いて行 っ

た｡ その結果を図 6eに示す｡CCDカメラにより画像デジタルデータを取得 し､三原

柏 を取 っており濃淡の変化はあるが､色の顕著な違いは見 られていない｡

図7に今回採集した4本のコアの柱状図を示 した｡ 上記の解析に用いたコアは(lで

ある. 他の3本のコア (a､b､ C)についても同様の手法で砂の含有率を求め8()%

を境として砂層と泥層を区別 した｡ dとCのコアは採集場所が近いこともあり砂層の

分布深度や厚さはイ以ている｡ b､ C､ dはコアの砂層の第一層(コアの最上部の砂層穴

第二層 (コアの上か ら二番 目の砂層)､第三層 (コアの上から三番目の砂層)が出て

くる深さがほぼ同じであるのでこれ らは対応があると考えられる｡ コアaについては

1()0cm前後でサ ンプルが欠落 しているためこの深度の対応は不明であるが､2日Ocmか

ら3()()cmにかけての砂層は深さの対応からみて､b､ C ､dの砂層の第二層､第三層

に対応すると考えられる｡
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6.まとめ

新居の ｢御殿跡｣の調査から1707年の地震の津波による堆積物､長谷元屋敷遺跡の

調査から1707年､1605年､1498年の地震の津波による堆積物の存在の可能性が指摘

されている｡長谷元屋敷遺跡付近の今回のボーリング調査結果と約3mの深さまで行

われた長谷元屋敷遺跡発掘調査結果の比較をすると次のような対応があることが分か

る｡図4の発掘調査の結果では2層から3C層まで全体がかなり砂成分の多い層とな

っている｡ボーリング調査によるdのコア (図7)においても200cmより浅い部分で

の砂の含有率が全体として高 くなっている｡さらに図4の遺跡発掘の調査結果からは

4層より深いところでは砂層と粘土層との互層になっている｡ これに対応してコアの

20ncmから300cmにかけて､砂の含有率の高い部分と低い部分との互層が見られるこ

とがわかる｡このような発掘調査との対応は､これらの砂層 (第一層､第二層)が歴

史地震に対応する年代に堆積した可能性を示している｡ さらに深さ約30(〕cm以探の砂

層については西暦1400年代以前のさらに古い時代に堆積した可能性が指摘できる｡

元素組成分析で早iFe/SiとK/Siの深さ分布が泥層や砂層の分布に対応 した変化を示
すのでこれを用いて層の同定などをすることが可能であろう｡今回のボーリング調査

で得られたdのコアでは色の変化を明確に示すような結果は得られなかった｡

今後はまずボーリングコアに年代軸を入れる必要がある｡コアの所々に有機物が混

入 しているので (図7)この有機物の14C年代測定から年代決定を行う｡それにより

砂層が堆積した年代を推定 し､歴史地震との対応を調べる｡また､まだ分析 していな

いコアの処理を行っていくと同時にさらにボーリング調査を進めて堆積物のより広い

範囲での分布を明らかにしていく必要があろう｡
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SearchforpaleoearthquakesalongtheeasternNankaitrough

bytheuseoftsunamideposits

HidetoNishinakal,HiroyukiKumagail,MasaoTakanol,TakashiOktldal,

TatsuharuToriil,andToshioNakamura2

1SchoolofScience,NagoyaUniverslty

2DatingandMaterialsResearchCenter,NagoyaUniverslty

ToreconstructprehistoricearthquakesalongtheeasternNankaitrough(calledTokとIido

earthquakes),wehaveinvestigatedtsunamidepositsaroundHamanaLake,centralJilPan,
whereseriouseffectsofthetsunamiofhistoricTokaidoeventshとIVCbeennoticed.

Tndicati()nsoftsunamideposits forthehistoric eventshavebec1-ObtとIincd illthe

cxcとIVationofremains.WehavepresentedresultsofquantitativeとInal＼′sisofboringcoreノ

sとImPlesobtainedneartheexcavationsite･Sandlayers,whichmaycorrespondtothe

tsunami deposits,interbedded bymud layershavebeenclearly indicated,afcaturc

consistentwiththeJreSultqualitativelyobtainedbythee/I,cavation･
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